
サッカーワールドカップが先日
始まり，本号が発刊されていると

きには勝者が決まっている時期だと思いますが，来年９月
にはラグビーワールドカップが日本で開催されることも思
い出してもらえないでしょうか．各学会が会員数の減少を
憂えている現状と同様に，ラグビーも競技人口の減少に
待ったなしの状態です．世界トップレベルの試合を北は札
幌から南は熊本まで観ることができる絶好の機会ですの
で，お子さんを連れて観戦を計画してみてはいかがでしょ
うか．学生さんのやる気や考えを減衰させずに，軌道修正
しながら，学生さんが成果を出せるようにフォローするこ
との重要さと難しさを大学教員として痛感する毎日です．
観戦後，お子さんがラグビーをやりたいと言ってきたら
OKしてあげてください．怪我以上にスポーツを通じて得
るものが大きいはずです．以上，ふと思ったラグビーの宣
伝はこの程度にし，本当の編集後記を書かせていただきま
す．プラズマ・核融合学会誌の企画記事は，学生時代から
各分野の最新情報やプラズマの生成・計測方法を学ぶため
によく読んでいました．修士・博士の研究を進めるのに役
立った本誌の編集委員への就任を２年前に打診された時に
私でも務まるか不安でしたが，委員会・事務局の皆様，著
者の方々の助けを借り，何とかここまで務めることができ
ました．企画や編集した記事が読者の皆様の研究の一助に
なっていれば，幸いです．２年間ありがとうございました．

（渡邊裕樹）

原型炉開発に向けたアクションプランにおいて，核融合
研究のアウトリーチ活動の全国的展開が議論されていま
す．NIFSでは，ずいぶん以前からアウトリーチ活動が盛ん
です．この関係で１０年ほど前になりますが，高温超伝導バ
ルク材を用いた３次元磁気浮上列車の模型を製作しまし
た．磁気浮上列車自体は核融合とは直接関係がないわけで
すが，超伝導をキーワードとしてつながっています．プロ
トタイプの完成後，多くの方々のアイディアを取り入れな
がら改良に改良を重ね，ちょっとした自信作に仕上がりま
した．おかげさまで，現在もNIFSのオープンキャンパスや
「フュージョンフェスタinTokyo」などで毎回大人気の企画
となっています．磁気浮上して永久磁石のレールの上を走
るのは他にもたくさん例があるのですが，この装置では銅
コイルで作った「電磁加速装置」のコントローラを操作し
て運転ができるので，子どもから大人まで楽しんでもらえ
ます．さて，３年以上前にこれの映像をユーチューブに載
せました（高温超伝導 3DMaglev で検索）．ですが，未だに
閲覧回数は，３００万回ならぬ３００回……．アウトリーチ活動
を全国的に活性化する動きがある今，もう一度心を入れ替
えて映像を編集し直し，今度はちゃんとしたユーチュー
バーとしてデビュー？することを考えつつあるこの頃で
す．
学会誌の編集委員を担当させて頂きました．もうひとつ
十分な仕事ができなかった反省のもと，もし本当にユー
チューバーになれたら，学会誌の宣伝も入れたいですね．

（柳 長門）
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